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は

め

じ

仏
典
に
は
、
「
病
」
に
言
及
す
る
記
述
が
少
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
パ

l
リ
律
蔵
「
大
品
」
(
』

hshSRb)
の
初
転
法
輪
時
の

①
 

記
述
に
は
、
五
離
の
無
我
な
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
病
」
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
病
」
は
人
生
の
四
苦
の
一
つ
「
病
苦
」

と
し
て
、
四
門
出
遊
の
記
事
の
中
で
も
言
及
さ
れ
る
。
大
乗
文
献
『
維
摩
経
』
に
お
い
て
も
、
「
以
一
切
衆
生
病
是
故
我
病
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
「
病
」
は
教
理
と
密
接
に
結
び
つ
く
語
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
病
」
は
仏
典
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
典
に
お
け
る
「
病
」
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
、
近
年
、
そ
の
数
が
増
し
て
き
た

②
 

と
は
い
え
、
仏
教
徒
が
「
病
」
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
も
多
く
、
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
仏
典
が
「
病
」
を
題
材
に
し
て
何
を
説
示
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
。

③
 

筆
者
は
以
前
、
『
雑
阿
合
経
』
(
四
三
五

1
四
三
六
年
訳
)
を
手
が
か
り
に
し
て
、
病
に
躍
っ
た
「
在
家
者
」
に
対
す
る
説
法
を
検
討

@
 

し
、
そ
の
内
容
が
選
択
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
、
以
前
行
っ
た
検
討
を
踏
ま
え
、
病
に
擢
っ

た
「
出
家
者
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
説
法
が
行
わ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
し
、
主
に
『
雑
阿
合
経
』
巻
第
三
十
七
に
み
ら

れ
る
事
例
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
事
例
を
一
つ
ず
つ
見
て
い
こ
う
。
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(
1
)
尊
者
阿
濡
波
書
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
四
臨
)

r調印可合経』における継病の出家者への説法〈覚え書き〉

東
園
鹿
母
講
堂
に
居
た
尊
者
阿
南
側
波
誓
が
重
い
病
に
躍
り
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
の
面
倒
を
み
て
い
た
の
は
尊
者
富
都
尼
で
あ
っ
た
。

⑥

⑦

 

経
中
で
は
、
そ
の
後
の
様
子
が
、
「
如
前
政
迦
梨
修
多
羅
庚
説
。
謂
説
三
受
。
乃
至
縛
増
無
損
。
」
と
記
さ
れ
、
阿
漏
波
書
が
「
苦
し

み
が
増
す
ば
か
り
で
減
ら
な
い
」
と
答
え
る
箇
所
ま
で
は
「
蹴
迦
梨
修
多
羅
」
と
同
様
と
し
て
省
略
さ
れ
る
。
さ
て
、
そ
の
後
、
釈

⑧
 

尊
が
阿
混
波
誓
の
も
と
を
訪
れ
「
後
悔
」
(
原
文
で
は
「
饗
悔
」
)
が
有
る
か
否
か
を
尋
ね
る
。
阿
混
波
誓
が
「
有
」
と
答
え
た
の
で
、

彼
の
後
悔
の
理
由
に
つ
い
て
、
釈
尊
が
「
破
戒
」
で
あ
る
か
否
か
質
問
す
る
。
阿
撮
波
誓
は
「
破
戒
で
は
な
い
」
と
答
え
、
釈
尊
は

さ
ら
に
後
悔
の
理
由
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
阿
課
波
誓
は
未
病
時
に
は
入
る
こ
と
の
で
き
た
三
味
に
、
病
に
躍
っ
た
後
に
は
入
る

」
と
が
で
き
な
い
と
告
げ
る
。

阿
撮
波
書
白
悌
言
。
世
尊
。
我
先
未
病
時
得
身
息
難
。
正
受
多
修
習
。
我
於
今
日
不
復
能
得
入
彼
三
味
。
我
作
是
思
惟
。
特
無

退
失
是
三
昧
耶
。
(
大
正
二
、
二
六
七
中
)
※
以
下
、
資
料
中
の
傍
線
は
引
用
者
。

そ
こ
で
、
釈
尊
は
阿
撮
波
書
に
、
「
色
・
受
・
想
・
行
・
識
」
に
対
し
て
「
我
・
異
我
・
相
在
」
と
の
見
解
を
持
っ
て
い
な
い
か

⑨
 

(
無
我
の
理
解
を
得
て
い
る
か
)
質
問
す
る
。
釈
尊
は
、
阿
南
保
波
書
一
が
無
我
に
関
す
る
理
解
を
得
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
な
お
後
悔

⑬

O
 

を
有
す
る
理
由
を
訊
ね
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
阿
謀
波
誓
は
「
不
正
思
惟
故
」
(
H
正
思
惟
で
き
な
い
た
め
)
と
答
え
る
。
こ
れ
を
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聞
き
、
釈
尊
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

偽
告
阿
混
波
書
。
若
沙
門
婆
羅
門
三
昧
堅
固
。
三
昧
平
等
。
若
不
得
入
彼
三
昧
。
不
麿
作
念
。
我
於
三
昧
退
減
。
若
復
聖
弟
子

不
見
色
是
我
異
我
相
在
。
不
見
受
想
行
識
是
我
異
我
相
在
。
但
嘗
作
是
覚
知
。
食
欲
永
轟
無
除
。
眠
悉
愚
療
永
壷
無
除
。
食
悉

凝
永
壷
無
絵
。
巳
一
切
漏
蓋
。
無
漏
心
解
脱
。
慧
解
脱
。
現
法
自
知
作
譜
。
我
生
巳
壷
。
党
行
己
立
。
所
作
巳
作
。
自
知
不
受

後
有
。
(
二
六
七
中
i
下
)

こ
こ
で
釈
尊
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
た
内
容
は
、
三
味
を
堅
固
に
保
持
し
て
い
た
沙
門
・
婆
羅
門
は
、
三
味
に
入
る
こ
と
が
で
き
な



『雑阿合経aにおける植病の出家者への説法〈覚え書き〉

い
場
合
で
も
、
「
三
昧
」
に
関
し
て
退
減
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
、
聖
弟
子
が
自
ら
「
後
有
は
な
い
」

(
H

輪
廻
し
な
い
)
と
考
え
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
色
乃
至
識
に
対
す
る
「
我
・
異
我
・
相
在
」
の
見
解
を
持
た
ぬ

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
「
一
切
漏
壷
。
無
漏
心
解
脱
。
慧
解
脱
」
と
考
え
て
よ
い
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
説
示
を
聞
い

た
阿
撮
波
書
は
、
諸
漏
を
起
こ
さ
ず
、
心
解
脱
を
得
て
、
病
を
除
い
匂
と
い
う
。

経
が
阿
混
波
書
の
心
解
脱
等
に
言
及
し
て
結
末
を
迎
え
る
点
か
ら
、
こ
の
経
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
後
有
を
生
じ
な

い
こ
と
」
の
条
件
と
し
て
説
か
れ
る
「
我
・
異
我
・
相
在
の
見
解
を
持
た
な
い
こ
と
」
す
な
わ
ち
、
無
我
に
関
す
る
理
解
を
得
る
こ

と
で
あ
る
。

(
2
)
異
比
丘
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
五
品
)

或
る
比
丘
(
異
比
丘
)
が
病
気
に
躍
り
、
辺
境
の
僧
房
に
逗
留
し
て
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
比
丘
た
ち
は
釈
尊
の
も
と
に
行
き
、⑬

 

「
こ
の
よ
う
な
病
に
躍
っ
た
比
丘
の
殆
ど
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、
哀
感
に
よ
り
彼
の
も
と
に
お
出
で
に
な
る
よ
う
に
」
と
願
う
。

⑬
 

釈
草
は
異
比
丘
の
も
と
を
訪
れ
、
病
の
苦
し
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
経
は
「
知
前
差
摩
迦
修
多
羅
庚
説
如
是
三
受
。
乃
至
病
苦
但

増
不
損
。
」
と
記
し
、
異
比
丘
が
「
苦
し
み
が
増
す
ば
か
り
で
減
る
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
る
箇
所
ま
で
は
「
差
摩
迦
修
多
羅
」
と

同
様
と
し
て
省
略
さ
れ
る
。
さ
て
、
異
比
丘
か
ら
病
の
苦
し
み
を
聞
い
た
釈
尊
は
、
異
比
丘
に
「
後
悔
」
(
原
文
で
は
「
饗
悔
」
)
の

有
無
を
訊
ね
る
。
異
比
丘
が
「
有
」
と
答
え
た
の
で
、
釈
尊
は
そ
の
後
悔
の
内
容
が
「
犯
戒
」
か
否
か
訊
ね
る
。
異
比
丘
が
「
犯

成
」
で
は
な
い
と
答
え
た
の
で
、
釈
尊
は
、
「
犯
戒
」
を
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
ど
う
し
て
後
悔
す
る
の
か
、
と
質
問
す
る
。

異
比
丘
は
知
識
が
充
分
で
な
い
た
め
、
「
過
人
法
勝
妙
知
見
」
を
未
だ
得
て
お
ら
ず
、
再
生
処
を
知
ら
な
い
故
に
「
後
悔
」
を
有
す
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る
と
答
え
る
。

悌
告
病
比
丘
。
我
今
問
汝
。
随
意
答
我
。
汝
得
無
饗
悔
耶
。
病
比
丘
臼
偽
。
賓
有
饗
悔
世
尊
。
悌
告
病
比
丘
汝
得
無
犯
戒
耶
。



「綾阿合経』における宿病の出家者への説法〈覚え書き〉

病
比
丘
白
悌
言
。
世
尊
。
寅
不
犯
戒
。
偽
告
病
比
丘
。
汝
若
不
犯
戒
何
為
饗
悔
。
病
比
丘
白
偽
。
世
尊
。
我
年
幼
稚
出
家
未
久
。

於
過
人
法
勝
妙
知
見
。
未
有
所
得
。
我
作
是
念
。
命
終
之
時
知
生
何
慮
。
故
生
鍵
悔
。
(
大
正
二
、
二
六
七
下
)

す
る
と
釈
尊
は
、
異
比
丘
と
対
話
し
つ
つ
「
三
受
(
苦
・
楽
・
不
苦
不
楽
)
の
生
起
と
不
生
起
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
教
説

を
異
比
丘
に
示
す
。

悌
告
比
丘
。
我
今
間
汝
。
随
意
答
我
。
云
何
。
比
丘
。
有
限
故
有
眼
識
耶
。
比
丘
白
働
。
如
是
世
尊
。
復
問
。
比
丘
。
於
意
云

何
。
有
眼
識
故
有
限
縄
。
眼
鯛
因
縁
生
内
受
著
苦
若
築
不
苦
不
柴
耶
。
比
丘
白
働
。
加
是
世
尊
。
耳
鼻
舌
身
意
亦
知
是
説
。
云

何
比
丘
。
若
無
眼
則
無
眼
識
耶
。
比
丘
白
偽
。
知
固
定
世
尊
。
復
問
。
比
丘
。
若
無
眼
識
別
無
眼
鯛
耶
。
若
無
眼
鯛
則
無
眼
鯛
因

縁
生
内
受
若
苦
若
鍵
不
苦
不
築
耶
。
比
丘
白
偽
。
知
是
世
草
。
耳
鼻
舌
身
意
亦
如
是
説
。
是
故
比
丘
。
嘗
善
思
惟
加
是
法
。
得

善
命
終
。
後
世
亦
善
。
(
二
六
七
下
l
二
六
八
上
)

こ
こ
で
は
、
釈
尊
が
異
比
丘
に
「
三
受
の
生
起
と
不
生
起
」
に
関
す
る
教
説
を
六
項
目
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
六
根
か
ら
六
識
が
生
じ
る
こ
と
、
②
六
識
か
ら
対
象
と
の
六
つ
の
触
が
生
起
す
る
こ
と
、
③
六
つ
の
触
か
ら
苦
・
楽
・
不
苦
不
楽

が
生
起
す
る
こ
と
、
と
い
う
「
三
受
の
生
起
」
に
つ
い
て
の
三
項
目
の
説
示
と
、
④
六
根
を
欠
け
ば
六
識
が
無
く
、
⑤
六
識
が
無
け

れ
ば
対
象
と
の
六
つ
の
触
は
無
く
、
⑥
六
つ
の
触
が
な
け
れ
ば
三
受
は
生
起
し
な
い
、
と
い
う
コ
ニ
受
の
不
生
起
」
に
関
す
る
三
項

目
の
説
示
で
あ
る
。
こ
の
後
、
「
爾
時
世
尊
為
病
比
丘
。
種
種
説
法
示
教
照
喜
己
。
」
(
二
六
八
上
)
と
記
さ
れ
、
釈
尊
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
説
法
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
釈
尊
が
異
比
丘
の
も
と
か
ら
去
る
と
、
異
比
丘
は
命
終
す

る
が
、
そ
の
時
の
異
比
丘
の
姿
は
清
浄
な
も
の
で
あ
っ
た
。
比
丘
た
ち
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
釈
尊
に
質
問
す
る
。

世
尊
。
彼
年
少
比
丘
疾
病
困
篤
。
尊
者
今
巳
命
終
。
嘗
命
終
時
。
諸
根
喜
悦
。
顔
貌
清
海
膚
色
鮮
白
。
云
何
世
尊
。
如
是
比
丘

嘗
生
何
露
。
云
何
受
生
。
後
世
云
何
。
(
二
六
八
上
)

こ
の
質
問
に
対
し
、
釈
尊
は
、
命
終
し
た
異
比
丘
は
、
聞
法
し
、
理
解
し
、
法
に
対
し
鉱
山
畏
で
あ
り
、
般
浬
襲
を
得
た
の
で
あ
る
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と
説
明
す
る
。
ま
た
、
異
比
丘
の
舎
利
を
供
養
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
後
に
、
釈
尊
は
異
比
丘
に
第
一
記
を
授
け
て
い
旬
。

こ
の
経
で
擢
病
の
比
丘
へ
説
法
さ
れ
た
内
容
は
、
来
世
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
コ
ニ
受
の
生
起
と
不
生
起
」
の
理
解
で
あ
る
。

r雑阿合経』における轍病の出家者への説法〈覚え書き〉

⑫
 

(
3
)
如
上
観
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
六
経
)

こ
の
経
で
は
、
冒
頭
部
分
に
「
知
上
説
L

と
記
さ
れ
、
既
に
見
た
事
例
(
2
)
の
第
一

O
二
五
経
と
同
様
の
内
容
を
省
略
し
て
い
る

よ
う
で
あ
旬
。
そ
こ
で
、
前
経
と
異
な
る
と
さ
れ
る
説
法
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

知
是
我
問
。
一
時
偽
住
合
衛
園
祇
樹
給
孤
描
園
。
如
上
説
。
差
別
者
。
諦
聴
善
息
。
嘗
為
汝
説
。
若
彼
比
丘
作
知
是
念
。
我
此

識
身
及
外
境
界
一
切
相
。
無
有
我
我
所
見
。
我
慢
繋
著
使
。
及
心
解
脱
。
慧
解
脱
。
現
法
自
知
作
謹
具
足
住
。
於
此
識
身
及
外

境
界
一
切
相
。
無
有
我
我
所
見
。
我
慢
繋
著
使
。
及
彼
心
解
脱
。
慧
解
脱
。
現
法
自
知
作
誼
具
足
住
。
・
:
(
中
略
)
・
:
若
彼
比

丘
於
此
識
身
及
外
境
界
一
切
相
。
無
有
我
我
所
見
。
我
慢
繋
著
使
。
及
心
解
脱
。
慧
解
脱
。
現
法
自
知
作
詮
具
足
住
。
於
此
識

身
及
外
境
界
一
切
相
。
無
有
我
我
所
見
。
我
慢
繋
著
使
。
及
彼
心
解
脱
慧
解
脱
。
現
法
自
知
作
讃
具
足
住
者
。
是
名
比
丘
断
愛

欲
縛
諸
結
止
慢
無
間
等
究
寛
苦
進
。
(
大
正
二
、
二
六
八
上
l
中
)

こ
こ
で
は
、
「
識
身
及
外
境
界
一
切
相
」
に
対
し
て
「
我
・
我
所
見
・
我
慢
繋
著
使
L

を
欠
き
、
心
解
脱
・
慧
解
脱
を
具
足
す
る

と
自
ら
証
得
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
者
は
「
比
丘
断
愛
欲
轄
諸
結
止
慢
無
間
等
究
寛
苦
遁
」
と
名
付
け
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
こ

の
経
で
は
、
無
我
に
関
す
る
教
説
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
直
前
の
第
一

O
二
五
経
で
の
コ
ニ
受
の
生
起
と
不
生
起
」
と
は

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
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(
4
)
病
比
丘
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
七
経
)

こ
の
経
で
は
、
釈
尊
が
祇
園
に
逗
留
し
た
と
す
る
記
述
か
ら
、
躍
病
の
比
丘
に
「
犯
戒
」
の
有
無
を
問
う
記
述
ま
で
が
、
「
如
上



説
」
と
し
て
省
略
さ
れ
る
。

如
是
我
問
。

『維阿合経』における概病の出家者への説法〈覚え書き〉

一
時
悌
住
合
衛
園
献
樹
給
孤
濁
因
。
知
上
劃
。
差
別
者
。
乃
至
偽
告
病
比
丘
。
汝
不
自
犯
戒
耶
。
(
二
六
八
中
)

傍
線
部
分
の
中
の
「
如
上
説
」
が
指
す
内
容
は
、
事
例
(
2
)
で
見
た
第
一

O
二
五
経
の
官
頭
部
分
で
あ
ろ
う
。
第
一

O
二
五
経
で

は
「
偽
告
病
比
丘
汝
得
無
犯
戒
耶
。
病
比
丘
白
偽
言
。
世
尊
。
賓
不
犯
戒
。
働
告
病
比
丘
。
汝
若
不
犯
戒
何
為
饗
悔
。
」
(
二
六
七

下
)
と
い
う
、
「
犯
戒
」
に
関
す
る
記
述
が
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
経
で
は
、
そ
の
「
犯
戒
」
に
関
す
る
聞
い
に
対

し
て
、
擢
病
の
比
丘
と
釈
尊
と
の
聞
で
次
の
よ
う
な
対
話
が
な
さ
れ
る
。

比
丘
白
悌
言
。
世
尊
。
我
不
以
持
浮
戒
故
。
於
世
尊
所
修
党
行
。
悌
告
比
丘
。
汝
以
何
等
法
故
。
於
我
所
修
党
行
。
比
丘
白
備
。

為
離
食
欲
故
。
於
世
尊
所
修
党
行
。
為
離
眠
毒
愚
療
故
。
於
世
尊
所
修
党
行
。
(
二
六
八
中
)

権
病
の
比
丘
は
浄
戒
を
持
せ
ず
、
釈
尊
の
も
と
で
党
行
を
行
う
と
答
え
る
。
ま
た
、
そ
の
党
行
は
、
食
欲
・
膿
志
・
愚
提
を
離
れ

る
た
め
で
あ
る
と
答
え
る
。
釈
尊
は
、
離
欲
が
心
解
脱
を
導
き
、
無
明
を
離
れ
る
こ
と
が
慧
解
脱
を
導
く
と
説
明
し
、
こ
れ
ら
を
身

に
具
え
た
な
ら
ば
「
比
丘
断
諸
愛
欲
轄
結
縛
止
慢
無
間
等
究
寛
苦
遁
」
(
一
一
六
八
中
)
で
あ
る
と
説
示
す
旬
。
そ
の
後
、
次
の
よ
う
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に
記
述
さ
れ
る
。

是
故
比
丘
。
於
此
法
善
思
惟
。
知
前
庚
説
。
乃
至
受
第
一
記
。
偽
説
此
経
巳
。
諸
比
丘
聞
悌
所
説
。
歓
喜
随
喜
作
櫨
而
去
。

(
二
六
八
中
)

@
 

つ
ま
り
、
擢
病
の
比
丘
は
釈
尊
の
説
法
を
善
思
惟
し
、
第
一
記
を
授
記
さ
れ
る
ま
で
は
「
如
前
広
説
」
と
し
て
省
略
さ
れ
る
。
こ

の
第
一

O
二
七
経
が
、
擢
病
の
比
丘
を
題
材
に
し
て
示
そ
う
と
す
る
内
容
は
、
離
欲
に
よ
り
心
解
脱
を
獲
得
で
き
、
無
明
を
離
れ
る

こ
と
で
慧
解
脱
を
獲
得
で
き
る
、
と
い
う
両
解
脱
の
条
件
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
「
党
行
」
と
い
う
行
為
を
示
す
点
に
あ
る

と
い
え
る
。



(
5
)
摸
病
比
丘
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
八
働
)

伽
梨
隷
講
堂
に
集
ま
っ
て
い
た
比
丘
た
ち
の
多
く
が
病
に
か
か
っ
た
。
そ
の
時
、
釈
尊
は
伽
梨
隷
講
堂
に
赴
き
、
比
丘
た
ち
に
、

正
念
・
正
智
を
以
て
時
を
過
ご
す
べ
き
で
あ
る
と
告
げ
る
。

往
至
伽
梨
隷
講
堂
。
於
大
衆
前
敷
座
而
坐
。
坐
巳
告
諸
比
丘
。
嘗
正
念
正
智
以
待
時
。
是
則
為
我
随
順
之
教
。
(
大
正
二
、
二

六
八
中
l
下
)

r雑阿合経』における植病の出家者への説法〈覚え書き〉

次
い
で
、
釈
尊
は
比
丘
た
ち
に
「
正
念
正
智
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

比
丘
。
云
何
為
正
念
。
謂
比
丘
内
身
身
観
念
慮
。
精
勤
方
便
正
念
正
智
。
調
伏
世
間
食
憂
。
外
身
身
観
念
慮
。
内
外
身
身
観
念

慮
。
内
受
外
受
内
外
受
。
内
心
外
心
内
外
心
。
内
法
外
法
内
外
法
。
法
観
念
慮
。
精
勤
方
便
。
正
念
正
智
。
調
伏
世
間
食
憂
。

是
名
比
丘
正
憶
念
。
云
何
正
智
。
調
比
丘
若
来
若
去
。
正
知
而
住
。
鴫
視
観
察
。
屈
申
傭
仰
。
執
持
衣
鉢
。
行
住
坐
臥
眠
覚
。

乃
至
五
十
六
十
依
語
歎
正
智
行
。
比
丘
。
是
名
正
智
。
(
二
六
八
下
)

こ
こ
で
は
、
正
念
と
正
智
が
各
々
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
正
念
に
関
し
て
は
、
身
・
受
・
心
・
法
に
つ
い
て
の
観
察
(
四
念

処
)
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
示
さ
れ
、
次
い
で
、
正
智
に
つ
い
て
は
、
行
住
坐
臥
等
の
諸
行
為
を
正
知
を
も
っ
て
行
う
こ
と
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
る
。
続
い
て
、
釈
尊
は
三
受
(
楽
・
苦
・
不
苦
不
楽
)
の
無
常
に
関
す
る
説
法
を
行
っ
て
い
る
。

如
是
比
丘
。
正
念
正
智
住
者
能
起
集
受
。
有
因
縁
非
無
因
縁
。
云
何
因
縁
。
謂
縁
於
身
。
作
是
思
惟
。
我
此
身
無
常
有
為
。
心

因
縁
生
。
巣
受
亦
無
常
有
為
。
心
因
縁
生
。
身
及
巣
受
観
察
。
無
常
観
察
。
生
滅
観
察
。
離
欲
観
察
。
減
壷
観
察
。
捨
彼
観
察
。

身
及
柴
受
無
常
乃
至
捨
己
。
若
於
身
及
柴
受
。
食
欲
使
者
永
不
復
使
。
知
是
正
念
正
智
。
生
苦
受
因
縁
。
非
不
因
縁
。
云
何
為

因
縁
。
知
是
縁
身
。
作
是
思
惟
。
我
此
身
無
常
有
為
。
心
因
縁
生
。
苦
受
亦
無
常
有
為
。
心
因
縁
生
。
身
及
苦
受
観
察
。
無
常

乃
至
捨
於
此
。
及
苦
受
眠
悉
所
使
永
不
復
使
。
知
是
正
念
正
智
。
生
不
苦
不
巣
受
因
縁
。
非
不
因
縁
。
云
何
因
縁
。
謂
身
因
縁

作
是
思
惟
。
我
此
身
無
常
有
為
。
心
因
縁
生
。
彼
不
苦
不
巣
受
。
亦
無
常
有
為
。
心
因
縁
生
。
彼
身
及
不
苦
不
巣
受
観
察
。
無
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常
乃
至
捨
。
若
所
有
身
及
不
苦
不
難
受
。
無
明
使
使
使
永
不
復
使
。
(
二
六
八
下
)

『雑阿合経』における権病のIH家者への説法〈覚え書き〉

す
な
わ
ち
、
楽
受
・
苦
受
・
不
苦
不
楽
受
の
三
受
と
身
体
は
、
す
べ
て
「
心
因
縁
生
」
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
有
為
・
無
常

な
ど
と
観
察
す
る
多
聞
の
聖
弟
子
た
ち
は
、
五
組
を
厭
離
し
不
受
後
有
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

多
聞
聖
弟
子
知
是
観
者
唱
於
色
厭
離
。
於
受
想
行
識
。
厭
離
。
厭
離
巳
離
欲
。
離
欲
己
解
脱
。
解
脱
知
見
。
我
生
巳
壷
。
党
行

巳
立
。
所
作
己
作
。
自
知
不
受
後
有
。
(
二
六
八
下
)

@

@

 

こ
の
後
、
釈
尊
に
よ
り
上
記
の
説
法
を
要
約
し
た
備
が
示
さ
れ
、
比
丘
が
歓
喜
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

右
に
見
る
通
り
、
身
心
五
要
素
(
五
趨
)
に
対
す
る
厭
離
と
、
そ
の
厭
離
に
基
づ
く
離
欲
、
な
ら
び
に
離
欲
に
よ
る
解
脱
が
重
要

と
さ
れ
、
こ
れ
に
先
行
し
て
、
三
受
か
ら
離
れ
る
た
め
の
観
察
を
獲
得
す
る
た
め
、
正
念
正
智
を
具
え
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
点

が
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
と
は
相
違
し
て
い
る
。

29一

(
6
)
摸
病
比
丘
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
九
蜘
)

迦
梨
隷
講
堂
に
多
く
の
比
丘
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
の
比
正
が
羅
病
の
者
で
あ
り
、

多
聞
の
聖
弟
子
に
よ
る
五
経
に
つ
い

て
の
観
察
の
箇
所
ま
で
は
、
「
知
上
説
」
と
す
る
。
こ
の
経
に
お
け
る
「
如
上
説
」
は
、
事
例
(
5
)
で
見
た
第
一

O
二
八
経
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
差
異
の
あ
る
筒
所
は
、
五
趨
に
関
す
る
観
察
と
偏
文
の
み
と
な
る
。
先
ず
、
冒
頭
を
確
認
し
よ
う
。

知
是
我
問
。
一
時
悌
住
合
衛
園
祇
樹
給
孤
濁
因
。
知
上
説
時
有
衆
多
比
丘
。
集
合
迦
梨
隷
講
堂
。
多
有
疾
病
。
知
上
説
。
差
別

者
。
乃
至
聖
弟
子
知
是
観
者
。
於
色
解
脱
。
於
受
想
行
識
解
脱
。
我
説
是
等
解
脱
生
老
病
死
。
(
大
正
二
、
二
六
九
上
)

五
殖
に
関
す
る
観
察
は
、
直
前
の
第
一

O
二
八
経
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

多
聞
聖
弟
子
知
是
観
者
。
於
色
厭
離
。
於
受
想
行
識
。
厭
離
。
厭
離
巳
離
欲
。
離
欲
巳
解
脱
。
解
脱
知
見
。
我
生
巳
壷
。
党
行

己
立
。
所
作
巳
作
。
自
知
不
受
後
有
。
(
二
六
八
下
)



つ
ま
り
、
既
に
見
た
第
一

O
二
八
経
で
は
、
【
色
乃
至
識
の
厭
離
↓
離
欲
↓
解
脱
↓
解
脱
知
見
↓
・
:
↓
不
受
後
有
】
と
い
う
流
れ

一
方
、
こ
の
第
一

O
二
九
経
で
は
、
【
色
乃
至
識
か
ら
の
解
脱
↓
生
老
病
死
(
四
苦
)
か
ら
の
解
脱
}
と
い
う
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
。

な
流
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
比
丘
た
ち
の
再
生
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
こ
の
経
で
は
、
釈
尊
が
説
く
次
の
備
に
担
わ
せ
て
い
る
。

-
(
前
略
)
・

若
比
丘
精
勤

正
智
不
傾
動

『雑阿合経』における綴剰の出家者への説法〈覚え書き〉

於
此
一
切
受

慧
者
能
覚
知

現
法
蓋
諸
漏

了
知
諸
受
巳

依
慧
而
命
終
浬
繋
不
堕
敷
(
二
六
九
上
)

こ
こ
に
挙
げ
た
箇
所
は
備
の
後
半
で
あ
る
が
、
第
一

O
二
八
経
に
お
け
る
備
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
省
略
し
た
前
半
も
第
一

O
二

八
経
と
内
容
が
類
似
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
第
一

O
二
九
経
は
、
先
行
す
る
一

O
二
八
経
と
は
異
な
る
教
説
の
も
の
と
は
言
い
難
い
。

q
d
 

こ
の
経
で
重
点
が
置
か
れ
る
擢
病
者
へ
の
説
法
内
容
は
、
「
三
受
」
と
「
五
趨
」
に
関
す
る
教
説
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
事
例
を
確
認
し
、
擢
病
の
出
家
者
へ
の
説
法
内
容
を
確
認
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
、
主
と
し
て
三

受
(
感
受
の
三
種
)
と
身
心
の
構
成
要
素
(
五
麗
)
お
よ
び
、
無
我
に
関
係
す
る
教
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
経
の
冒
頭
に
お
い

て
、
擢
病
者
の
苦
し
み
に
言
及
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
身
体
的
な
苦
と
関
連
の
あ
る
こ
れ
ら
の
教
説
が
現
れ
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
三
受
や
五
殖
や
無
我
に
関
す
る
説
法
は
、
『
雑
阿
合
経
』
を
含
め
他
の
阿
合
経
や
ニ
カ

l

ヤ
に
お
い
て
も
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
擢
病
の
際
に
限
定
的
に
見
出
さ
れ
る
説
法
内
容
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
ら
出
家
者
が
、

既
に
聴
聞
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
教
説
を
擢
病
時
に
お
い
て
再
び
聞
く
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
れ
ま

で
見
た
経
と
同
じ
『
雑
阿
合
経
』
巻
第
三
十
七
に
は
、
擢
病
時
に
教
説
を
聞
く
こ
と
の
利
益
を
語
る
経
が
存
在
し
て
い
る
。



『雑阿合経』における権病の出家者への説法〈覚え書き〉

@
 

(
7
)
噂
者
巨
求
那
(
巻
第
三
十
七
一
第
一

O
二
三
経
)

釈
尊
が
舎
衛
城
祇
園
に
逗
留
し
て
い
た
時
、
東
園
鹿
母
講
堂
に
居
た
尊
者
匡
求
那
が
病
気
に
な
っ
た
。
尊
者
阿
難
は
、
こ
の
よ
う

@
 

な
病
に
擢
っ
た
比
丘
は
殆
ど
の
場
合
死
ん
で
し
ま
う
た
め
、
哀
感
か
ら
彼
の
も
と
に
お
出
で
に
な
る
よ
う
に
、
と
釈
尊
に
請
う
。
釈

尊
は
黙
し
て
承
諾
し
、
匠
求
那
の
も
と
に
赴
き
種
々
の
説
法
を
行
う
。

往
詣
東
園
鹿
母
講
堂
。
至
尊
者
匠
求
那
房
。
敷
座
而
坐
。
為
尊
者
匠
求
那
。
種
種
説
法
示
教
照
喜
。
示
教
照
喜
己
従
坐
起
去
。

尊
者
匠
求
那
。
世
尊
去
後
尋
即
命
終
。
(
大
正
二
、
二
六
六
下
)

こ
の
経
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
事
例
と
は
異
な
り
、
釈
尊
に
よ
る
説
法
内
容
が
詳
述
さ
れ
ず
に
話
が
進
む
。
そ
れ
は
、
こ
の
経
の

目
的
が
、
教
説
の
明
示
と
は
異
な
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
経
で
は
、
巨
求
那
の
命
終
時
の
遺
骸
の
清
浄
な
様
子
に
不

審
を
感
じ
た
阿
難
に
対
す
る
釈
尊
の
解
答
が
、
経
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
経
の
力
点
が
、
釈
尊
に
よ
る
解
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答
内
容
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
ず
は
阿
難
に
よ
る
釈
尊
へ
の
質
問
を
見
て
み
よ
う
。

嘗
命
終
時
。
諸
根
喜
悦
。
顔
貌
清
揮
膚
色
鮮
臼
。
時
尊
者
阿
難
供
養
尊
者
匠
求
那
舎
利
己
。
往
詣
悌
所
。
稽
首
偽
足
。
却
住
一

面
白
悌
言
。
世
尊
。
尊
者
匠
求
那
。
世
尊
来
後
尋
便
命
終
。
臨
命
終
時
諸
根
喜
悦
。
膚
色
清
海
鮮
白
光
津
。
不
審
世
尊
。
彼
嘗

生
何
趣
。
云
何
受
生
。
後
世
云
何
。
(
二
六
六
下
)

こ
こ
で
は
命
終
時
に
お
け
る
尊
者
匠
求
那
の
遺
骸
の
清
浄
な
様
子
が
示
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
不
審
に
思
っ
た
阿
難
が
匠
求
那
の
再

生
に
関
し
て
釈
尊
に
質
問
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
釈
尊
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

悌
告
阿
難
。
若
有
比
丘
先
未
病
時
。
未
断
五
下
分
結
。
若
畳
病
起
。
其
身
苦
患
心
不
調
適
。
生
分
微
弱
。
得
聞
大
師
教
授
教
誠

種
種
説
法
。
彼
聞
法
己
断
五
下
分
結
。
阿
難
。
是
則
大
師
教
授
秘
法
福
利
。
(
三
ハ
六
下
)

釈
尊
は
、
病
気
に
未
だ
躍
っ
て
い
な
か
っ
た
時
に
五
下
分
結
を
断
じ
て
い
な
か
っ
た
比
丘
が
、
病
気
に
躍
り
、
身
体
は
苦
し
く
心

は
調
う
こ
と
な
く
、
生
命
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
時
に
、
偉
大
な
師
か
ら
の
教
授
と
教
誠
、
種
々
の
説
法
を
聞
く
機
会
を
得
て
、
そ



の
者
が
五
下
分
結
を
断
じ
る
こ
と
を
、
「
大
師
教
授
説
法
福
利
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

続
い
て
釈
尊
は
、
病
に
擢
っ
て
い
な
か
っ
た
時
に
五
下
分
結
を
断
じ
て
い
な
か
っ
た
比
丘
が
、
病
に
躍
っ
て
後
、
「
大
師
の
教
授
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教
誠
」
を
蒙
ら
な
か
っ
た
が
、
「
他
の
多
聞
大
徳
修
党
行
者
た
ち
か
ら
の
教
授
教
誠
」
を
受
け
て
五
下
分
結
を
断
ず
る
こ
と
を
、
「
教

授
教
誠
聴
法
福
利
」
と
呼
ぴ
、
さ
ら
に
、
「
大
師
の
教
授
教
誠
」
も
「
他
の
多
聞
大
徳
修
党
行
者
た
ち
か
ら
の
教
授
教
誠
L

も
蒙
ら

『雑阿合経』における椀病の出家者への説法〈覚え書き〉

な
か
っ
た
比
丘
が
、
「
以
前
受
け
た
教
法
に
対
し
て
独
り
静
か
に
思
惟
称
量
観
察
を
行
う
こ
と
」
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
五
下
町
分
結

を
断
じ
る
こ
切
を
、
「
岡
山
惟
観
察
先
所
開
法
所
得
福
利
」
と
呼
ぶ
、
と
説
示
す
る
。

さ
ら
に
、
釈
尊
は
、
こ
れ
ら
①
「
大
師
教
授
説
法
福
利
」
と
②
「
教
授
教
誠
聴
法
福
利
」
と
③
「
思
惟
観
察
先
所
開
法
所
得
福

利
」
の
三
種
を
、
病
に
未
だ
躍
っ
て
い
な
か
っ
た
時
に
、
五
下
分
結
を
断
じ
て
は
い
る
が
、
無
上
愛
尽
解
脱
・
不
起
諸
漏
・
心
善
解

@
 

脱
を
未
だ
得
て
い
な
い
比
丘
に
つ
い
て
も
起
こ
り
得
る
こ
と
と
し
て
説
明
す
る
。
最
後
に
、
釈
尊
は
匠
求
那
の
遺
骸
に
関
し
て
次
の

円

Lqa 

よ
う
に
説
明
す
る
。

何
縁
匠
求
那
比
丘
。
不
得
諸
根
欣
悦
。
色
貌
清
滞
。
膚
髄
鮮
津
。
匠
求
那
比
丘
先
未
病
時
。
未
断
五
下
分
結
。
彼
親
従
大
師
聞

教
授
教
誠
説
法
。
断
五
下
分
結
。
世
尊
為
彼
尊
者
匠
求
那
受
阿
那
合
記
。
(
二
六
七
上
l
中
)

出
家
者
で
あ
る
匠
求
那
の
病
に
端
を
発
す
る
こ
の
経
で
は
、
説
法
内
容
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
未
病
時
に
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
境
地
に
到
達
す
る
可
能
性
が
、
擢
病
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
経
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

出
家
者
が
、
既
に
聴
聞
し
て
い
た
教
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
擢
病
時
に
再
ぴ
聞
く
こ
と
自
体
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
が
擢
病
の
出

家
者
が
従
来
得
ら
れ
な
か
っ
た
境
地
に
進
む
可
能
性
を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
擢
病
の
出
家
者
が
、
未
病
の
出
家
者
に

説
法
を
行
う
経
も
『
雑
阿
合
経
』
中
に
見
ら
れ
る
。
以
下
に
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

@
 

(
8
)
差
摩
比
丘
(
巻
第
五
一
第
一

O
三
経
)



諸
々
の
上
座
た
ち
が
拘
合
捕
園
麗
師
羅
園
に
居
た
。
そ
の
時
、
拘
合
調
園
肱
陀
梨
園
に
住
し
て
い
た
差
摩
と
い
う
比
丘
が
重
い
病

に
擢
っ
た
。
上
座
た
ち
は
差
摩
比
丘
の
面
倒
を
見
て
い
た
陀
裟
と
い
う
比
丘
を
通
し
て
、
差
摩
に
病
気
の
具
合
を
訊
ね
る
。
差
摩
は

@
 

苦
し
み
が
増
す
ば
か
り
で
治
ま
ら
な
い
こ
と
を
上
座
た
ち
に
伝
え
さ
せ
る
。
こ
れ
を
聞
き
、
上
座
た
ち
は
陀
裟
を
通
し
て
次
の
こ
と

を
伝
言
さ
せ
る
。

世
尊
所
説
。
有
五
受
陰
。
何
等
為
五
。
色
受
陰
受
想
行
識
受
陰
。
汝
差
摩
能
少
観
察
此
五
受
陰
非
我
非
我
所
耶
。
(
大
正
二
、

『雑阿合経』における権病の出家者への説法〈覚え書き〉

二
九
下
)

上
座
た
ち
は
釈
尊
所
説
の
五
陰
無
我
を
差
摩
に
向
け
て
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
差
摩
は
「
我
於
彼
五
受
陰
能
観
察
非
我
非

我
所
:
・
」
(
三

O
上
)
と
語
り
、
釈
尊
に
よ
っ
て
教
示
さ
れ
た
観
察
を
行
っ
て
い
る
と
上
座
た
ち
に
答
え
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
上
座

た
ち
は
、
「
汝
能
於
五
受
陰
観
察
非
我
非
我
所
。
知
漏
壷
阿
羅
漢
耶
。
」
(
三

O
上
)
と
陀
裟
を
通
し
て
質
問
さ
せ
る
。
差
摩
は
、
「
我

観
五
受
陰
非
我
非
我
所
。
非
漏
蓋
阿
羅
漢
也
。
」
(
三

O
上
)
と
答
え
た
。
上
座
た
ち
は
、
五
受
陰
に
対
す
る
非
我
・
非
我
所
の
観
察

@
 

を
行
っ
た
出
家
者
が
、
同
時
に
、
漏
尽
の
阿
羅
漢
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
ど
う
い
う
理
由
な
の
か
陀
裟
を
通
し
て
差
摩
に

質
問
さ
せ
る
。
す
る
と
、
差
摩
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

差
摩
比
丘
語
陀
裟
比
丘
言
。
我
於
五
受
陰
観
察
非
我
非
我
所
。
而
非
阿
羅
漢
者
。
我
於
我
慢
我
欲
我
使
。
未
断
未
知
未
離
未
吐
。
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(三
O
上
)

差
摩
は
我
慢
等
を
断
じ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
告
げ
、
五
受
陰
に
関
し
て
非
我
・
非
我
所
の
観
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
阿
羅
漢
で

は
な
い
と
答
え
る
。
上
座
た
ち
は
差
摩
に
「
汝
言
有
我
。
於
何
所
有
我
。
為
色
是
我
。
為
我
異
色
。
受
想
行
識
固
定
我
。
為
我
異
識

耶
。
」
(
三

O
上
)
と
問
い
質
す
と
、
差
摩
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

差
摩
比
丘
語
陀
婆
比
丘
言
。
我
不
言
色
是
我
我
異
色
。
受
想
行
識
是
我
。
我
異
識
。
然
於
五
受
陰
。
我
慢
我
欲
我
使
。
未
断
未

知
未
離
未
吐
。
(
三

O
上
1
中
)



つ
い
に
、
差
摩
は
伝
達
役
の
陀
裟
を
煩
わ
せ
た
く
な
い
と
し
て
、
自
ら
杖
を
持
ち
上
座
た
ち
と
直
接
対
話
す
る
た
め
に
に
出
向
く
。

r雑阿合経』における楠病の出家者への税法〈覚え書き〉

座
に
着
き
、
挨
拶
を
終
え
る
と
、
上
座
た
ち
は
再
び
差
摩
比
丘
に
質
問
す
る
。

汝
言
我
慢
。
何
所
見
我
。
色
是
我
耶
。
我
異
色
耶
。
受
想
行
識
是
我
耶
。
我
異
識
耶
。
(
三

O
中
)

こ
れ
に
対
し
、
差
摩
比
丘
は
そ
の
境
地
を
誓
鳴
を
用
い
て
説
明
し
つ
つ
、
上
座
た
ち
と
対
話
す
る
。

差
摩
比
丘
白
言
。
非
色
是
我
。
非
我
異
色
。
非
受
想
行
識
是
我
。
非
我
異
識
。
能
於
五
受
陰
。
我
慢
我
欲
我
使
。
未
断
未
知
未

離
未
吐
。
警
知
優
鉢
羅
。
鉢
曇
摩
。
拘
牟
頭
。
分
陀
利
華
香
。
為
即
根
香
耶
。
為
香
異
根
耶
。
為
董
葉
費
精
轟
香
耶
。
為
香
異

精
轟
耶
。
為
等
説
不
。
諸
上
座
答
言
。
不
也
差
摩
比
正
。
非
優
鉢
羅
。
鉢
曇
摩
。
拘
牟
頭
。
分
陀
利
。
根
聞
是
香
。
非
香
異
根
。

亦
非
韮
葉
髪
精
轟
固
定
香
。
亦
非
香
異
精
轟
也
。
差
摩
比
丘
復
問
。
彼
何
等
香
。
上
座
答
言
。
是
華
香
。
差
摩
比
丘
復
言
。
我
亦

如
是
。
非
色
即
我
。
我
不
離
色
。
非
受
想
行
識
即
我
。
我
不
離
識
。
然
我
於
五
受
陰
。
見
非
我
非
我
所
。
而
於
我
慢
我
欲
我
使
。

未
断
未
知
未
離
未
吐
。
諸
上
座
臨
我
説
。
警
凡
智
者
。
因
醤
類
得
解
。
醤
如
礼
母
衣
。
付
涜
衣
者
。
以
種
種
灰
湯
。
涜
濯
塵
垢
。

猶
有
除
気
。
要
以
種
種
雑
香
薫
令
消
滅
。
如
是
多
聞
聖
弟
子
。
離
於
五
受
陰
。
正
観
非
我
非
我
所
。
能
於
五
受
陰
。
我
慢
我
欲

我
使
。
未
断
未
知
未
離
未
吐
。
然
後
於
五
受
陰
増
進
思
惟
。
観
察
生
滅
。
此
色
此
色
集
此
色
滅
。
此
受
想
行
識
。
此
識
集
此
識

滅
。
於
五
受
陰
。
知
是
観
生
滅
己
。
我
慢
我
欲
我
使
。
一
切
悉
除
。
是
名
真
賓
正
観
。
(
三

O
中
1
下
)

つ
ま
り
、
五
殖
に
対
す
る
非
我
と
非
我
所
と
を
観
察
し
て
も
な
お
、
五
組
自
体
へ
の
執
着
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
も
除
去
す@

 

る
た
め
に
、
さ
ら
に
五
組
各
々
に
対
し
て
、
生
滅
を
観
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
観
察
し
終
え
る
と
我
慢
等
が
除
去
さ
れ
る
。

こ
れ
を
真
実
の
観
察
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
上
座
た
ち
は
「
遠
塵
離
垢
。
得
法
眼
浮
」
(
三

O
下
)
を
な
し
、
一
方
、
差

摩
比
丘
自
身
も
「
不
起
諸
漏
。
心
得
解
脱
法
喜
利
故
。
身
病
悉
除
」
(
三

O
下
)
と
記
さ
れ
、
心
解
脱
を
得
て
、
病
気
を
除
去
し
た
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と
す
る
。

こ
こ
で
は
、

五
陰
に
対
す
る
無
我
理
解
の
み
で
は
阿
羅
漢
と
は
な
ら
ず
、
五
陰
の
各
々
に
対
す
る
執
着
の
断
除
に
よ
っ
て
は
じ
め



て
阿
羅
漢
と
な
り
得
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

擢
病
の
出
家
者
が
未
病
の
出
家
者
を
教
化
す
る
と
い
う
筋
書
き
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
事
例
と
異
な
っ
て
お
り
、
躍
病
の
者
が
、

未
病
の
者
よ
り
も
高
い
境
地
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
示
す
事
例
の
一
つ
と
見
な
し
得
る
。

r雑阿合経J における羅病の出家者への説法く覚え帯き〉

結

語

『
雑
阿
含
経
』

の
中
で
、
病
気
を
題
材
に
し
た
経
が
多
く
含
ま
れ
る
巻
第
三
十
七
を
中
心
に
し
て
、
病
気
の
際
に
示
さ
れ
た
説
法

無
我
に
関
す
る
教
説
な
ど
が
見
ら
れ
た
が
、

の
内
容
を
探
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
三
受
や
五
組
(
五
陰
)
、

」
れ
ら
は
擢
病
の
者
に
向

け
た
特
殊
な
教
説
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
既
に
見
知
っ
た
教
説
を
擢
病
時
に
再
び
観
察
す
る
こ
と
の
利
益
を
語
る
経
も
存
在
し
、

教
説
を
曜
病
時
に
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
未
病
時
よ
り
も
高
い
境
地
に
至
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
一
不
さ
れ
て
い
た
。
擢
病
の
出

- 35一

家
者
が
未
病
の
出
家
者
に
向
け
て
説
法
す
る
経
の
存
在
も
そ
の
一
例
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

①註

吋
回
℃
白
召

σ
E
W
W
Y白
40
回

E
R
M
F
5
3
m
g
y
-
-仏
E
M
σ
E
w
w
E〈
叩

巳

g
m
F
m
i
g
p
ロ
恒
三
仏
国
自
昌
吉
召
削

σ包
町
削
百
印
白
5
・

4白
R
a苫
-
E
σ
5
2
E
S
B宮
市
〈

ω
B
B
O
H，
Sω
召

E
C
F
2
2
M
g巾
H
8
2
H
B同
国

F
E
E
-可
回
目
白
削

g
r
F
O
F
F
-
w
w
E
4巾
叶

8
2
H

白
E
2
p
g印
B
削
品
目
)
凶
召
凶
σ包
冨
吉
田
同
告

4巳
g
z
w
E
n
m
E
σ
宰
白
巴
吋

8
0
2
2ご
日
吋
口
宮
召

FOE-
巾

4
2
M
g
m
門
口
℃
由
同
百
日
間

田
町
O
凹
邑
・
¥
¥
叫
叫
¥
¥
「
比
丘
た
ち
ょ
、
色
は
我
で
は
な
い
。
ま
た
、
実
に
、
比
丘
た
ち
ょ
、
こ
の
色
が
我
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
色
は
病
む

こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
色
に
関
し
て
『
私
の
色
は
こ
の
よ
う
で
あ
れ
。
私
の
色
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
実
に
、
比
丘
た
ち
ょ
、
色
が
我
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
色
は
病
む
の
で
あ
る
し
、
色
に
関
し
て
、
『
私
の

色
は
こ
の
よ
う
で
あ
れ
。
私
の
色
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
〈
宮
山
可
印
刷
】
広
回
目
S
召
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4
0
-
-
F
U
-
E
u
-
-
-
H
∞l
E
)

※
以
下
、
パ
ー
リ
週
間
テ
キ
ス
ト
に
言
及
す
る
際
に
は
、

P
A
T
S
版
を
用
い
る
。

②
例
え
ば
、
ヴ
ィ
ハ

l
ラ
実
践
活
動
研
究
会
編
『
「
ヴ
ィ
ハ

l
ラ
活
動
」
|
仏
教
と
医
療
と
福
祉
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
|
』
本
願
寺
出
版
社
、

一
九
九
三
年
。
あ
る
い
は
、
加
部
富
子
「
パ

l
リ
仏
典
に
説
か
れ
る
病
苦
に
つ
い
て
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
七
巻
第
一
号
(
二

O
O八
年
)
、
三
二
八
1
コ
三
二
頁
。

③
『
雑
阿
合
経
』
の
漢
訳
年
代
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
。
榎
本
文
雄
「
『
雑
阿
合
経
』
の
訳
出
と
原
典
の
由
来
」
『
石
上
善
感
教

授
古
稀
記
念
論
文
集
・
仏
教
文
化
の
基
調
と
展
開
』
東
京
一
山
喜
一
房
偽
書
林
、
二

O
O
一
年
、
三
一

1
四
一
頁
。

④
長
谷
川
岳
史
・
長
崎
陽
子
・
岡
本
健
資
「
共
同
研
究
一
仏
教
と
医
療
」
(
岡
本
担
当
箇
所
一
『
雑
阿
合
経
』
に
み
ら
れ
る
擢
病
者
へ
の

説
法
)
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
九
集
(
二

O
一
O
年
刊
行
予
定
)
所
収
。

⑤

M
U
芯函連
H
E
4
h
5
怒
号
h

N

(

以
下
、

ω
Z
と
略
す
)

N

N
・∞∞〉印印白ロ・

⑥
お
そ
ら
く
『
雑
阿
合
経
』
巻
第
四
十
七
に
含
ま
れ
る
第
一
二
六
五
経
(
大
正
二
、
三
四
六
中
i
三
四
七
中
)
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
経
の
冒
頭
に
は
以
下
の
既
述
が
存
在
す
る
。
「
爾
時
有
尊
者
。
政
迦
梨
。
住
王
合
城
金
師
精
舎
。
疾
病
困
苦
。
尊
者
富
郷
尼
暗

視
供
養
。
時
践
迦
梨
語
富
郊
尼
。
汝
可
詣
世
尊
所
。
為
我
稽
首
趨
世
尊
足
。
問
訊
世
尊
。
少
病
少
悩
起
居
軽
利
安
楽
住
不
。
畳
一
口
版
迦
梨
住

金
師
精
舎
。
疾
病
困
篤
委
積
床
祷
。
願
見
世
尊
。
疾
病
園
芸
同
気
力
巌
懐
。
無
由
奉
詣
。
喰
願
世
尊
。
降
此
金
師
精
舎
。
以
哀
慾
故
。
時
富

郊
尼
受
践
迦
梨
語
己
。
詣
世
尊
所
。
稽
首
櫨
足
退
住
一
一
闘
。
白
悌
一
言
。
世
尊
。
尊
者
政
迦
梨
稽
首
世
尊
足
。
問
訊
世
尊
。
少
病
少
悩
起
居

軽
利
安
楽
住
不
。
世
尊
答
言
。
令
彼
安
楽
。
富
郷
尼
白
悌
言
。
世
尊
。
尊
者
政
迦
梨
住
金
師
精
舎
。
疾
病
困
篤
委
在
床
祷
。
願
見
世
尊
。

無
有
身
力
来
詣
世
尊
。
善
哉
世
尊
。
詣
金
師
精
舎
。
以
哀
感
故
。
爾
時
世
尊
歎
然
聴
許
。
時
富
鄭
尼
知
世
尊
聴
許
巳
。
鵡
足
而
去
。
爾
時

世
尊
聴
時
従
締
覚
。
往
詣
金
師
精
舎
。
至
政
迦
梨
住
房
。
政
迦
梨
比
丘
準
見
世
尊
。
従
床
欲
起
。
偽
北
口
政
迦
梨
。
且
止
勿
起
。
世
尊
即
坐

異
床
語
放
迦
梨
。
汝
心
堪
忍
此
病
苦
不
。
汝
身
所
怠
為
増
為
損
。
政
迦
梨
白
悌
。
知
前
又
摩
比
丘
修
多
羅
廃
説
。
世
尊
。
我
身
苦
痛
極
難

地
忍
。
(
大
正
二
、
三
四
六
中
)

⑦
大
正
二
、
二
六
七
中

@

パ

l
リ
文
中
に
も
、

}
g
w
w
R
S
と
三
回
}
匂
白
色
凹
同
日
の
語
が
見
出
せ
る
。
参
照
一

ω
Z
4
0
]
-
E
-
u・巳印岨
F
N
H

・

⑨
「
(
固
定
)
我
・
異
我
・
相
在
」
と
い
う
定
型
句
を
用
い
た
無
我
説
の
用
例
は
『
雑
阿
合
経
』
の
中
に
た
び
た
び
見
い
だ
さ
れ
る
。
参
照
一

舟
橋
一
哉
『
原
始
仏
教
思
想
の
研
究
|
|
縁
起
の
構
造
と
そ
の
実
践
|
|
』
京
都
一
法
蔵
館
、
一
九
五
二
年
、
特
に
二
四
九
1
二
五
五
頁
。

⑬
我
今
問
汝
。
随
意
答
我
。
阿
諜
波
誓
。
汝
見
色
即
日
疋
我
異
我
相
在
不
。
阿
潟
波
誓
白
仰
言
。
不
也
世
尊
。
復
問
。
汝
見
受
想
行
識
。
是

po 
q
d
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我
異
我
相
在
不
。
阿
南
俄
波
誓
白
仰
言
。
不
也
世
尊
。
偽
告
阿
滋
波
誓
。
汝
既
不
見
色
是
我
鼻
、
我
相
在
。
不
見
受
想
行
識
是
我
異
我
相
在
。

何
故
幾
悔
。
(
大
正
二
、
二
六
七
中
)

。
大
正
二
、
二
六
七
中

⑫
悌
説
是
法
時
。
尊
者
阿
混
波
誓
不
起
諸
漏
。
心
得
解
脱
。
歓
喜
踊
悦
。
歓
喜
踊
悦
故
身
病
即
除
。
僻
説
此
綬
。
令
尊
者
阿
滋
波
誓
歓
喜

随
喜
巳
。
従
坐
起
而
去
。
差
摩
迦
修
多
羅
如
五
受
陰
慮
説
。
(
大
正
二
、
二
六
七
下
)

⑬

ω
Z
8・
戸
の
ロ
仙
口
問
・

⑪
知
是
我
問
。
一
時
偽
住
舎
衛
図
紙
樹
給
孤
濁
園
。
時
有
巽
比
丘
年
少
新
聞
学
。
於
此
法
律
出
家
未
久
。
少
知
識
。
濁
一
客
旅
無
人
供
給
。

住
法
取
県
落
客
僧
一
房
中
。
疾
病
困
篤
。
時
有
衆
多
比
丘
詣
悌
所
。
稽
首
櫨
足
却
坐
一
面
。
白
偽
言
。
世
尊
。
有
一
比
丘
年
少
新
撃
。
乃
至
疾

病
因
篤
。
住
浩
緊
落
客
僧
一
房
一
中
。
有
是
病
比
丘
多
死
無
活
。
善
哉
世
尊
。
往
彼
住
慮
。
以
哀
感
故
。
(
大
正
二
、
二
六
七
下
)

⑬
こ
の
「
差
摩
迦
修
多
羅
」
は
、
差
摩
と
い
う
名
の
比
丘
が
病
に
躍
る
こ
と
を
記
し
た
『
雑
阿
合
経
』
巻
第
五
の
第
一

O
三
経
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
諾
差
摩
比
丘
言
。
諸
上
座
比
丘
。
問
訊
汝
苦
患
漸
差
不
。
衆
苦
不
至
増
耶
。

差
摩
比
丘
。
語
陀
裟
比
丘
言
。
我
病
不
差
。
不
安
隠
身
。
諸
苦
轄
増
無
救
。
警
知
多
力
士
夫
取
巌
劣
人
以
縄
織
頭
雨
子
急
絞
。
極
大
苦
痛
。

我
今
苦
痛
有
過
於
彼
。
居
留
如
屠
牛
以
利
万
生
割
其
腹
取
英
内
歳
。
其
牛
腹
痛
蛍
何
可
堪
。
我
今
腹
痛
。
甚
於
彼
牛
。
知
二
力
士
捉
一
劣
夫

懸
著
火
上
焼
其
雨
足
。
我
今
雨
足
熱
過
於
彼
。
」
(
大
正
二
、
二
九
下
)

⑬
偽
告
諸
比
丘
。
彼
命
過
比
丘
是
真
賓
物
。
聞
我
説
法
分
明
解
了
。
於
法
無
畏
得
般
浬
般
市
。
汝
等
但
世
田
供
養
舎
利
。
世
尊
爾
時
為
彼
比
丘

受
第
一
記
。
偽
説
此
経
巳
。
諸
比
丘
聞
偽
所
説
。
歓
喜
奉
行
。
(
大
正
二
、
二
六
八
上
)

⑪

ω
Z
ω
日
・
訪
日
百
ロ
回
・

⑬

ω
Z
で
も
前
経
(
第
一

O
二
五
経
に
対
応
)
を
承
け
て
い
る
。

⑬
悌
止
口
比
丘
。
如
是
如
是
。
汝
正
癒
為
離
食
欲
故
。
於
我
所
修
発
行
。
離
際
悉
恐
凝
故
。
於
我
所
修
党
行
。
比
丘
。
食
欲
纏
故
不
得
離
欲
。

無
明
纏
故
慧
不
清
浮
。
是
故
比
丘
。
於
欲
離
欲
心
解
脱
。
離
無
明
故
慧
解
脱
。
若
比
丘
。
於
欲
離
欲
心
解
脱
身
作
讃
離
無
明
故
慧
解
脱
。

是
名
比
丘
断
諸
愛
欲
縛
結
縛
止
慢
無
関
等
究
克
苦
漫
。
(
大
正
二
、
二
六
八
中
)

@
省
略
さ
れ
た
部
分
は
、
第
一

O
二
五
経
に
お
け
る
以
下
の
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
「
嘗
善
思
惟
如
是
法
。
得
善
命
終
。
後
世
亦
善
。
爾

時
世
尊
為
病
比
丘
種
種
説
法
示
教
照
喜
巳
。
従
坐
起
去
。
時
病
比
丘
世
尊
去
後
。
尋
即
ム
叩
終
。
臨
命
終
時
諸
根
喜
悦
。
顔
貌
清
浮
膚
色
鮮

L

目
。
時
衆
多
比
丘
詣
悌
所
。
稽
首
漣
足
退
坐
一
面
。
白
悌
言
。
世
尊
。
彼
年
少
比
丘
疾
病
困
篤
。
尊
者
今
巳
命
終
。
品
目
回
命
終
時
。
諸
根
喜

- 37 



r雑阿合経』における椴病の出家者への説法〈覚え書き〉

悦
。
顔
貌
清
浮
膚
色
鮮
白
。
云
何
世
尊
。
如
是
比
丘
嘗
生
何
慮
。
云
何
受
生
。
後
世
云
何
。
偽
告
諸
比
丘
。
彼
命
過
比
丘
是
真
資
物
。
開

我
説
法
分
明
解
了
。
於
法
無
畏
得
般
浬
祭
。
汝
等
但
嘗
供
養
舎
利
。
世
尊
爾
時
為
彼
比
丘
受
第
一
記
。
」
(
大
正
二
、
二
六
八
上
)

@
ω
Z
ω
m
-
叶
の
巳
呂
田
回
・

@
爾
時
。
世
尊
即
説
偽
言

幾
緯
児
所
総
見
時
莫
能
知
築
費

食
欲
使
所
使
不
見
於
出
離

苦
受
所
党
時
莫
能
知
苦
受

眠
悉
使
所
使
不
見
出
離
道

不
苦
不
梁
受
等
正
究
所
説

彼
亦
不
能
知
終
不
度
彼
岸

若
比
丘
精
勤
正
知
日
不
傾
動

於
彼
一
切
受
験
慧
能
悉
知

能
知
諸
受
己
現
法
蓮
諸
漏

依
慈
而
命
終
浬
般
市
不
随
一
敬
(
大
正
二
、
二
六
八
下
l
二
六
九
上
)

@
偽
説
此
経
巳
。
諸
比
丘
開
悌
所
説
。
歓
喜
奉
行
(
大
正
二
、
二
六
九
上
)

@
ω
Z
ω
由
民
の
巳

S
E
-

@
本
経
に
相
当
す
る
箇
所
は
、

k
g
hミ
hsミ・~〈一お守
h

N

(

以
下
、
〉
Z
と
略
す
)
〈
同
日
目
E
g
-
m
一
担
旨
同
・

@
尊
者
阿
難
往
詣
悌
所
。
稽
首
趨
足
返
住
一
面
。
臼
悌
言
世
尊
。
尊
者
匠
求
那
。
住
東
園
鹿
母
講
堂
。
疾
病
困
篤
。
如
是
病
比
丘
多
有
死

者
。
益
ロ
哉
世
尊
。
願
至
東
園
鹿
母
講
堂
尊
者
匠
求
那
所
。
以
哀
感
故
。
(
大
正
二
、
二
六
六
下
)

@
原
文
で
は
「
設
」
で
あ
る
が
、
『
大
正
蔵
』
の
注
記
の
十
一
(
二
六
六
頁
)
に
よ
り
「
説
」
を
採
用
し
て
読
む
。

@
若
有
比
丘
先
未
病
時
。
未
断
五
下
分
結
。
然
後
病
起
身
遭
苦
患
。
生
分
繍
特
徴
。
不
蒙
大
師
教
授
教
誠
説
法
。
然
過
諸
絵
多
聞
大
徳
修
焚

行
者
。
教
授
教
誠
説
法
。
得
開
法
己
断
五
下
分
結
。
阿
難
。
是
名
教
授
教
誠
聴
法
福
利
。
(
大
正
二
、
二
六
六
下
1
二
六
七
上
)

@
復
次
阿
難
。
若
比
丘
先
未
病
時
。
不
断
五
下
分
結
。
乃
至
生
分
微
弱
。
不
聞
大
師
教
授
教
誠
説
法
。
復
不
問
徐
多
聞
大
徳
諸
党
行
者
教

授
教
誠
説
法
。
然
彼
先
所
受
法
。
濁
静
思
惟
稽
量
観
察
。
得
断
五
下
分
結
。
阿
難
。
是
名
思
惟
観
察
先
所
開
法
所
得
福
利
。
(
大
正
二
、

凸

δ
内
《

U
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二
六
七
上
)

@
復
次
阿
難
。
若
有
比
丘
先
未
病
時
。
断
五
下
分
結
。
不
得
無
上
愛
蓋
解
脱
。
不
起
諸
漏
心
善
解
脱
。
然
後
得
病
。
身
遭
苦
怠
生
分
微
弱
。

得
聞
大
師
教
授
教
誠
説
法
。
得
無
上
愛
壷
解
脱
。
不
起
諸
漏
。
離
欲
解
脱
。
阿
難
。
是
名
大
師
説
法
福
利
。
復
次
阿
難
。
若
有
比
丘
。
先

未
病
時
。
断
五
下
分
結
。
不
得
無
上
愛
壷
解
脱
。
不
起
諸
漏
。
離
欲
解
脱
。
党
身
病
起
。
極
遭
苦
息
。
不
得
大
師
教
授
教
誠
説
法
。
然
得

諸
徐
多
聞
大
徳
諸
発
行
者
教
授
教
誠
説
法
。
得
無
上
愛
謹
解
脱
。
不
起
諸
漏
。
離
欲
解
脱
。
阿
難
。
是
名
教
授
教
誠
開
法
福
利
。
復
次
阿

難
。
若
有
比
丘
先
未
病
時
。
断
五
下
分
結
。
不
得
無
上
愛
蜜
解
脱
。
不
起
諸
漏
。
離
欲
解
脱
。
其
身
病
起
極
生
苦
息
。
不
得
大
師
教
授
教

誠
説
法
。
不
得
諸
徐
多
聞
大
徳
教
授
教
誠
説
法
。
然
先
所
聞
法
濁
一
静
慮
。
思
惟
構
量
観
察
。
得
無
上
愛
謹
解
脱
。
不
起
諸
漏
。
離
欲
解

脱
。
阿
難
。
是
名
思
惟
先
所
開
法
所
得
福
利
。
(
大
正
二
、
二
六
七
上
)

@
ω
Z
N
N
-
S
(
4
0
-
-
H口
同
省

-HN吋
1EN)
同
vo自由・

@
差
摩
比
丘
。
語
陀
裟
比
丘
言
。
我
病
不
差
。
不
安
隠
身
。
諸
苦
樽
増
無
救
。
響
知
多
力
士
夫
取
崩
劣
人
以
縄
織
頭
爾
手
急
絞
。
極
大
苦

痛
。
我
今
苦
痛
有
過
於
彼
。
響
知
屠
牛
以
利
万
生
割
其
腹
取
其
内
議
。
其
牛
腹
痛
嘗
何
可
堪
。
我
今
腹
痛
甚
於
彼
牛
。
知
二
力
士
捉
一
劣

夫
懸
著
火
上
焼
其
雨
足
。
我
今
雨
足
熱
過
於
彼
。
(
大
正
二
、
二
九
下
)

@
時
諸
上
座
。
語
陀
裟
比
丘
。
汝
復
還
語
差
摩
比
丘
。
汝
言
我
観
五
受
陰
非
我
非
我
所
。
而
非
漏
義
阿
羅
漢
。
前
後
相
違
。
(
大
正
二
、

三
O
上
)

@
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
中
村
元
「
イ
ン
ド
思
想
一
般
か
ら
見
た
無
我
思
想
」
『
自
我
と

無
我
|
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
の
根
本
問
題
|
』
京
都
一
平
楽
寺
書
底
、
一
九
六
三
年
、
一

i
一
四
二
頁
、
特
に
九
六
i
九
七
頁
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

病
、
差
摩
比
丘
、
雑
阿
合
経
。


